
「札幌・北海道オープンイノベーションチーム」の結成

株式会社NTT東日本‐北海道（代表取締役社長：島津  泰）が協働運営※しているHOP（Hokkaido Open 
Platform）は、北海道内でのオープンイノベーションの活性化のため、関係機関と共同で、「札幌・北海道
オープンイノベーションチーム」を結成いたします。
北海道内では、「Local Innovation Challenge HOKKAIDO」や「オープンイノベーションチャレンジピッチ北海
道」といった様々なプログラムがオープンイノベーションを推進しています。今回、オープンイノベーションの
情報整理とマッチング、さらに効果の最大化を目的に各機関が集結します。
当該チームでは、各プログラムを通じて明確化されたニーズやアイデアを集約し、「スタートアップ」「行政・
自治体」「企業」の各々に対して情報整理と効果的なマッチングを行います。
札幌・北海道を社会課題解決の実証実験・社会実装の拠点として活性化することを目指します。
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【活動のイメージ】

※協働運営：株式会社NTT東日本‐北海道、北海道電力株式会社、株式会社北海道銀行、パーソルホールディングス
株式会社、NoMaps実行委員会の5社による運営

株式会社NTT東日本‐北海道

1.チーム名：   札幌・北海道オープンイノベーションチーム（任意団体・略称等は、後日決定）
（https://sapporo-hokkaido-open-innovation.jp/）

2.チーム結成日： 2024年3月27日

3.参画機関：      ・STARTUP HOKKAIDO実行委員会
                       ・一般財団法人さっぽろ産業振興財団
                       ・公益財団法人北海道科学技術総合振興センター(ノーステック財団)
                       ・株式会社D2 Garage
                       ・NoMaps実行委員会
                       ・札幌DXラボ事務局
                       ・Hokkaido Open Platform（HOP）

4.チームの目的： オープンイノベーションの情報整理と効果的なマッチングの実施
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